
ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

2
・
5

一
、
は
じ
め
に

ニ
、
鉄
道
建
設
以
前
の
F
イ
ツ
製
鉄
業
・
機
械
工
業
の
発
展
状
況

三
、
一
八
四
0
年
代
以
後
の
銑
鉄
生
産
の
発
展

問
、
鉄
道
建
設
開
始
以
後
の
銑
鉄
加
工
部
門
の
発
展
〔
以
上
前
号
)

五
、
一
八
四
0
年
代
以
後
の
機
械
工
業
の
発
展
(
以
下
本
号
)

六
、
お
わ
り
に玉、

一
八
四

0
年
代
以
後
の
機
械
工
業
の
発
展

ド
イ
ツ
に
お
け
る
機
械
工
業
の
発
展
は
一
八
四

0
年
代
以
後
本
格
的
に

み
ら
れ
る
@
そ
の
一
般
的
な
状
況
を
、
機
械
製
造
ヱ
場
労
働
者
数
の
増
大

で
み
る
と
ハ
表
制
参
照
て
四
六

i
穴
一
年
、
六
一

l
七
五
年
に
そ
れ
ぞ
れ

ド
イ
ツ
全
体
で
は
三
倍
、
四
倍
、
プ
ロ
イ
セ
ン
で
は
こ
・
六
倍
、
四
・
三

倍
、
ザ
ク
セ
シ
で
は
三
・
四
倍
、
二
・
二
倍
と
著
増
し
て
い
る
。
ま
た
表

'
お
の
蒸
気
機
関
の
増
加
(
す
で
に
一
八
二
五
年
プ
ロ
イ
セ
ン
の
鉱
山
業
に

ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
ヱ
業
の
発
展

笠

茂

原

設
置
さ
れ
て
い
た
蒸
気
機
関
七
七
台
中
六
八
台
が
国
内
で
製
造
さ
れ
た
も

(
1
)
 

の
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
に
蒸
気
機
関
は
早
く
か
ら
自
給
傾
向
に
あ
っ
た

の
で
、
こ
の
表
に
あ
る
蒸
気
機
関
の
多
く
も
園
内
で
製
造
さ
れ
た
と
考
え

て
よ
い
。
な
お
蒸
気
機
関
は
た
い
て
い
の
機
械
製
造
企
業
が
手
が
け
る
最

(
2〉

も
一
般
的
か
つ
重
要
な
製
品
で
あ
っ
た
〉
に
よ
っ
て
も
そ
れ
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
@
機
械
製
造
に
つ
い
て
の
統
計
は
な
い
が
、
主
に
機
械
ド
ル
用
い

ら
れ
た
素
材
の
生
産
量
の
増
加
か
ら
シ
ュ
プ
レ

i
が
推
計
し
た
デ

i
タ
に

よ
る
と
、
機
械
生
産
は
四
一

l
四
六
年
に
二
・
三
倍
、
四
六

l
六
一
年
に

(
3
)
 

二
・
七
倍
、
六
一

l
七
三
年
に
四
・
=
一
倍
と
同
じ
く
著
増
し
て
い
る
@
ま

た
機
械
工
業
は
ベ
ル
リ
ン
、
ラ
イ
ン
・
ヴ
エ
ス
ト
フ
ァ

l
レ
ン
、
ザ
ク
セ

ン
邦
、
ザ
ク
セ
ン
を
三
つ
の
中
心
的
地
域
と
し
な
が
ら
も
、
製
鉄
業
と
異

な
り
、
そ
の
工
場
労
働
者
の
分
布
が
ベ
ル
リ
ン
、
ザ
ク
セ
ン
王
国
の
目
立

っ
た
高
さ
を
別
に
す
れ
ば
、
人
口
分
布
に
ほ
ぼ
見
合
っ
た
形
で
全
ド
イ
ツ

に
分
布
し
て
い
る
。
鉄
道
建
設
に
伴
な
い
鉄
道
結
節
点
の
近
く
に
鉄
道
周

二
二
五



ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

ドイツ機械工業労働者数の増加表24

1875年1861年1846年

85，988 (433) 7，586 ンセイロプ

16，167 (216) 7，488 (336) 2，231 ンセクザ

8，573 (360) 2，384 (350) 682 ンノレニLイ
守ノ、

6，339 (290) 2，209 (225) 983 ヴュルテンベノレク

25，346 (698) 

「山64 I 

Becker， W.， a. a. 0.， S. 278 (1846，61年).

Engel， E.， Die deutsche lndustrie 1875 und 1861， 1881， S. 30 (1861， 75年〉

( )は前欄を100とした指数

142，473 (401) 

3，632 (644) 

3日 2(295) I 

564 他(J) 

メ与
口

そ

プロイセンの主要産業部門における蒸気機関の増加

1即年 4幼9年 畔 7花5年 |/3咋/羽岬年/引
| 4咋師万

120 332 1， 528 I 2; 77 4.60 

I 4.10 

l201 

表25

数台

6.23 4.41 

2.64 

3，760 604 

783 

137 

274 

33 

136 一一色合
数

山-
錬業

鉱
精

3.76 4.38 2.19 

1.47 

607 162 37 17 

4.10 373 

::)①:;i① 
数

機械工業
4.21 3.06 1.08 174 41 馬力数〈百〉

-
一
二
六

Froriep， 0.， a. a. 0.， S. 25， 33. Engel， E.， a. a. 0.， S. 8. 29f， 68. 

①は金属機械工業，②は1846年の数字。

機
械
を
製
造
す
る
工
場
が
生
成
し
た
こ
と

(
4
)
 

が
そ
の
一
因
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
機
械
工

業
の
発
展
を
も
た
ら
し
た
原
因
の
一
つ
は

鉄
道
か
ら
の
需
要
を
基
盤
に
す
る
も
の
で

あ
，
っ
た
。
第
一
に
、
鉄
道
が
必
要
と
す
る

機
関
東
、
事
繍
な
ど
の
大
量
の
需
要
が
機

械
工
業
の
発
展
に
刺
激
を
与
え
、
第
二
に
、

鉄
道
建
設
に
よ
り
発
展
し
た
製
鉄
菜
、
鉄

・
石
炭
鉱
山
業
へ
の
機
械
の
供
給
の
増
加

と
い
う
形
で
、
鉄
道
は
機
械
工
業
の
発
展

に
間
接
的
に
も
刺
激
を
与
え
た
の
で
あ
っ

た
。
こ
こ
で
は
第
一
の
側
面
に
つ
い
て
の

ハ
5
)

み
検
討
し
よ
う
@

鉄
道
の
機
械
工
業
へ
の
影
響
は
機
関
車

製
造
の
発
展
に
典
型
的
に
一
不
さ
れ
る
が
、

表
%
に
よ
れ
ば
一
二

0
年
代
・
四

0
年
代
交

の
自
給
率
二
%
と
い
う
状
態
か
ら
五

0
年

代
初
め
に
は
九
二
一
%
に
年
々
急
激
に
上
昇

し
て
い
る
事
突
に
、
機
関
車
製
造
の
発
展

を
端
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
か
る

発
展
を
に
な
っ
た
企
業
は
表
幻
で
一
覧
し

て
い
る
。

表
お
は
機
械
工
業
が
製
造
す
る
主
な
鉄



0 

11 ( 9) 

0 

0 

年

1838-41 

42-45 

46-48 

49-53 

1850/51年に存在した機関車製造企業

|生産開 I~~~年|
(所在地)1始の年|是認生|

〈ベルリン)I 1841 I 334 Iほとんどプロイセンの各鉄道

(カールスルーエ)I 41 I 156 Iパーデン国鉄 (38台〉パイエ
ルン国鉄(18)マイン・ヴェ
ーザー鉄道 (2のマイン・ネ
ッカール鉄道(12)北部鉄道，
その他(10)

バイエルン国鉄，ヴュルテン
ベノレク国鉄，プファルツ・ル
ードヴィッヒ鉄道

ハノーヴァー，ブラウンシュ
ヴァイク国鉄

北部鉄道，マイン・ヴェーザ
一道

ヴュルテンペルク鉄道のみ

ザクセシ国鉄，ライブツィッ
ヒ・ドレスデン鉄道

ブρロイセン東部鉄道

Fremdling， R.， a. a. O. S. 76. 

表27

先売販名業

A. Borsig 

E. Kessler 

ノヘ
iι 

ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

53 

24 

41 

46 

(ミュンへン〉

G. Egestorff 
〈リンデン，ハノーヴァー〉

Henschel & Sohn (カッセル〉

J. A. v. Maffei 

13 

30 

26 

47 

47 

48 

Esslingen機械工場

R. Hartmann (ケムニッツ〕

4 48 (ベルリン〉F. Wohlert 

Wagenblass. H.， a. a. 0.， S. 107-108. 

プロイセンにおける鉄道用品の増加

機関車

同1台当り馬力

客 車

貨車

3，521(2.6倍〉

275(1. 211) 

5，719(2.711 ) 

77，393(2.911) 

1870年1，372(2.6倍〉

226(1. 411) 

2， 094(1. 6 11) 

26，346(3.5 11 ) 

1860年528 

157 

1，331 

7，447 

表28

年0
7

7

 

F
川

υ

，，，，

nnu 

噌

E
4

二
二
七

11 

Fremdling. R.， a. a. 0.， S. 49-50. 

11 11 



産

ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

1871年 5，927 572 526 46 146 729 

72 6，810 883 788 95 204 892 

73 7，918 1，108 923 185 176 1，009 
74 9，253 1， 335 1，057 278 521 1，109 
75 9，936 683 656 27 581 814 

76 10，294 358 354 4 326 486 

表29 ドイツにおける機関車製造と輸出入

|稼動台数|年需要|白 給|輸 入|翰

表30

1866年 7，700 5，400 -2，300 
67 8，950 7，550 -1，450 
68 8，850 11，400 +2，500 
69 11，750 16，450 +4，700 
70 11，300 14，850 +3，550 
71 12，700 18，550 +5，850 

Becker， W. a. a. 0.， S. 271. 

関税同盟の機械の輸出入(トン〉

|輸入|輸出|入出超

Froriep， 0.， a. a. 0.， S. 88. 

道
用
品
の
稼
動
台
数
の
増
加
を
み
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
機
関
車
も
ほ
と
ん
ど

自
給
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
鉄
道
関

係
機
械
製
造
業
の
発
展
を
示
す
数
字
と
み
て

よ
い
@
こ
の
よ
う
な
発
展
の
結
果
、
ド
イ
ツ

は
一
八
六
八
年
以
後
機
械
一
般
で
輸
入
超
過

か
ら
輸
出
超
過
に
転
化
し
、
機
関
車
も
七

0

年
代
に
は
輸
出
超
過
と
な
り
、
毎
年
の
国
内

で
の
新
需
要
よ
り
製
造
台
数
が
上
回
る
と
い

う
状
況
が
も
た
、
り
さ
れ
た
(
表
m
で
お
参
照
)
。

ボー叶削盤122議|預ザl各種の炉|ハベ労働者|襲関室
多数 多 数 2 (22) 5 2 300 1 

3 (30) 3 1，100 84 

15 1，100 
22 1，690 131 

5 8 3 (28) 2 200 1 
(47年〉

13 48 3 (58) 3 2 13 二
二
八

2 竺ち1 

2 

1 

5 

3 4 

6 



六
0
・
七

0
年
代
の
交
に
ド
イ
ツ
機
械
ヱ
業
の
自
給
体
制
の
確
立
を
求
め

(
6〉

う
る
で
あ
ろ
う
。

鉄
道
用
機
械
生
産
に
従
事
す
る
企
業
の
生
産
設
備
の
拡
張
、
生
産
・
売

上
の
増
大
に
つ
い
て
、
ヴ
ァ
!
ゲ
ン
プ
ラ
ス
の
研
究
に
も
と
づ
い
て
表

幻
、
回
、
犯
を
作
製
し
た
@
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
の
工
場
規
模
の
大
き
さ
は
労
働

者
数
か
ら
推
測
し
う
る
が
ハ
表
泊
、
お
参
照
〉
、
工
作
機
設
置
台
数
が
判
判
明

し
て
い
る
ケ
ス
ラ

i
&
マ
ル
テ
ィ
エ
ン
ゼ
ン
、
マ
ッ
フ
ァ
イ
、
エ
ス
リ
ン
ゲ

ン
の
ケ
ス
ラ

i
の
設
備
と
表
お
の
七
五
年
に
五
人
以
上
の
機
械
工
場
が
所

有
す
る
工
作
機
は
平
均
一
八
台
、
蒸
気
機
関
は
平
均
一
一
・
四
馬
力
と
い

う
数
字
と
比
較
す
る
と
機
関
車
工
場
が
早
い
時
期
に
大
工
場
と
し
て
発
展

し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
〈
な
お
表
白
参
照
Y
表
位
、
犯
は
機
関
車

工
場
の
発
展
と
と
も
に
規
模
の
犬
き
さ
を
説
明
す
る
。
機
関
車
工
場
は
機

械
ヱ
業
の
中
で
も
最
も
大
規
模
な
も
の
と
し
て
そ
の
全
体
の
発
展
を
主
導

(
7〉

し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
@
(
な
お
主
要
な
機
械
工
業
の
発
展
に
つ
い
て
は

前
掲
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
J

最
後
に
機
械
工
業
に
お
い
て
鉄
道
関
係
の
機
械
工
場
の
占
め
る
比
重
に

つ
い
て
、
ヴ
ァ

i
ゲ
ン
プ
ラ
ス
の
提
供
し
た
デ
!
タ
を
整
理
し
て
お
こ

ハ
8
)

、q
J

。@
プ
ロ
イ
セ
ン
の
機
械
製
造
部
門
の
一
八
四
六
年
七
六
、
五
五
年
三

O

四
、
六
一
年
四
一
二
経
営
に
属
す
る
労
働
者
の
う
ち
、
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
に
そ

れ
ぞ
れ
一
四
鋭
、
一

O
M、
六
%
が
、
ッ
ォ
ラ

i
&
プ
フ
ル

l
ク
(
ベ
ル

リ
ン
に
あ
る
ド
イ
ツ
最
大
ク
ラ
ス
の
車
輔
工
場
)
に
そ
れ
ぞ
れ
三
・
五
Mm
、

五
%
、
四
-
一
%
の
労
働
者
が
集
中
し
て
い
た
@

ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

機械製造企業

iι t 
業在 地名〉 年 |建造費|鋳造場l鍛冶工場|旋 盤(所

41 1 1 多数

ボルジッヒ機械製造所 44/45 
(ベルリン〉

57 

ケスラー，マルティエ 41 15 
ンゼン
(カールスルーエ〕 50/〆51 2 1 3 46 

ー守 ツ フ ア 44 1 1 3 14 (ミ aンへン〉

46 3 1 2 13 〈エスリンゲン〉

表31

二
二
九

Wagenblass， H.， a. a. 0.， S. 88-102， 205-209より作製



ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
遺
建
設
と
重
工
業
の
発
展

機関車工場の生産発展の例

エッゲシュトルフ(ハノーヴァー) ，Ii 

生産合数(累計)1労働者 j

表32

J .A.マップァイ(ミュンh ン〉

! 生産台数(累計)/労働者年

1847 7 ( 9) 2 ( 6) 150 

51 4 (27) 330-350 11 47 14 ( 35) 375 

54 22 (73) 550 52 26 (120) 500 

57 31 (157) 650 60 30 (398) 700 

年

Wagenblass， H.， a. a. 0.， S. 211， 219， 220. 

機関車工場販売増加の例

ケスラー(エスリンゲン機械工場〉

|生産台数(累計)I輸 出(累計)1労 働 者|販売額陣関車のE年

1848 15 く18) 2 514 
千ターレル

271 

53 17 ( 59) 2 ( 4) 530 548 

57 57 (201) 47 (109) 1，107 1，390 78.1% 

60 24 (317) I 8 (225) 747 979 46.7 

表33

者働

トマン

額|機関車の比②|労

千ターレル!

ノレ

売「面年

①.②とも総販売額におけ

る機関車販売額の比

Wagenblass， H.， S. 213， 

214， 217， 218. 

76 

(55) 
825 

(57) 
2，000 

39.5% 

36.8 

526 

1，000以上i
647 

1840 

51 

56 

二
三

O

78.2 

③
六
一
年
バ
イ
エ
ル
ン
の
五

七
機
械
製
造
経
営
の
労
働
者

四
、
六
七
二
人
の
う
ち
マ
ツ
フ

ア
イ
に
一
六
・
五

Mm、
ク
レ
ッ

ト
に
三
八
・
五
%
、
合
計
五
五

%
が
集
中
し
て
い
た

Q

。
六
一
年
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル

ク
の
六

O
機
械
製
造
企
業
労
働

者
二
、
六
コ
一
五
人
の
う
ち
エ
ス

リ
ン
ゲ
ン
機
械
工
場
に
約
三

O

M
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
邦
鉄

の
車
輸
工
場
に
一

o
w
m、
合
計

四

O
V加
が
集
中
し
て
い
た
@

。
六
一
年
パ

i
デ
ン
の
二
一

O

機
械
製
造
経
蛍
の
労
働
者
の
う

ち
ケ
ス
ラ
l
機
械
工
場
に
四
七

%
が
、
シ
ュ
ミ

l
ダ

l
&
マ
イ

ヤ

1
車
輔
工
場
〈
カ

l
ル
ス
ル

ー
エ
)
に
一
五
%
、
合
計
六
一

%
が
集
中
し
て
い
た
。
な
お
前

記
一
一
一
領
邦
の
六
工
場
は
も
っ
ぱ

ら
鉄
道
用
品
を
製
造
す
る
企
業

で
あ
る
。

58 



1850年以前の機械エ場の設備状況

(調査91企業のうち以下の機械を備えて

L、る企業数〉

表34

。L
n
r“

ηノ
“

司

A

噌

i

A

U
司
tム

ブリキ切り機

円 鋸

溝付機

フ ラ イ ス 盤

鋲打機

その他補助機械

。白

n
6
1
i
F
O
R
U
円
台

u
n
d

n
4
1
e
a
-
-

旋盤

ボール盤

平内j 盤

鋸機

ねじ切り機

穿孔機

研磨機
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1875年の機械工場の設備状況

(5人以上の企業， 2，397企業に

ついて〉

1企業平均

表35
@
六
一
年
へ
ッ
セ
ン

選
帝
慢
国
機
械
製
造
労

働
者
八
三
三
人
の
う

ち
、
ヘ
シ
シ
ェ
ル
父
子
商
会
に
三
五
第
、
他
の
三
企
業
を
加
え
る
と
八
六

泌
が
集
中
し
で
い
た
。

@
六
一
年
に
ハ
ノ

i
ヴ
ァ
!
の
機
械
製
造
企
業
の
労
働
者
一
、
三
五
一

人
の
う
ち
エ
ッ
ゲ
シ
ュ
ト
ル
フ
商
会
に
四
八
銘
以
上
が
集
中
し
て
い
た
。

@
六
一
年
ザ
ク
セ
ン
王
国
一
六
八
機
械
製
造
企
業
の
労
働
者
の
う
ち
ハ

ル
ト
マ
ン
に
二
六
%
が
集
中
し
て
い
た
。

@
五

O
年
初
め
ベ
ル
リ
ン
の
金
属
・
機
械
工
業
労
働
者
四
、
五

O
O人

ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

の
う
ち
三
、
六

O
O
i四、

0

0
0人
(
六
六
!
八
八
銘
)
が
機

関
車
、
中
阜
縞
な
ど
鉄
道
用
品
生

産
に
従
事
し
て
い
た
@
ベ
ル
リ

ン
市
民
(
四
三
五
千
人
〉
の
二
一
一

人
に
一
人
三
家
族
五
人
と
し
て
)

が
鉄
道
関
係
品
生
産
で
生
活
し

て
い
た
。

。
六

O
年
ベ
ル
リ
ン
の
金
属

・
機
械
工
業
労
働
者
八
、
四
八

二
人
の
う
ち
、
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
、

ヴ
ェ

i
レ
ル
ト
、
プ
フ
ル

I

ク
、
そ
の
他
一
企
業
に
一
ニ
、
七

O
O人
ハ
四
回
必
〉
が
、
ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
の
鉄
工
場
を
加
え
る
と
五
二
%
が
集

中
し
て
い
た
@
同
年
の
ベ
ル
リ
ン
で
は
一

O
一
人
以
上
の
金
属
・
機
械
工

業
企
業
二
一
の
う
ち
主
に
鉄
道
用
品
を
製
造
し
て
い
る
エ
場
が
八
あ
り
、

三
O
一
人
以
上
の
場
合
は
五
工
場
の
う
ち
四
を
占
め
て
い
た
@

11.4 

18.0 

8.4 

2.9 

3.8 

0.9 

0.6 

1.4 

27，266馬カ

43， 137台
20， 130 
6，863 

9，002 
2，241 
1，392 

3，408 
101 

気機関

作機

旋盤

平 削盤

ボール盤

フライス盤

研磨機

穿 孔機

その 他

蒸

工
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4
〉
藤
瀬
浩
司
「
産
業
資
本
確
立
過
程
に
お
け
る
ド
イ
ツ
鉄
工
業
の
展
開
」
(
大

一一一一
一



ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

野
英
二
・
住
谷
一
彦
・
諸
国
実
編
司
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
史
的
構
造
』
一
九
七

二
年
所
収
)
参
照
。

ハ
5
V

機
械
工
業
が
製
鉄
業
、
鉱
山
業
を
基
盤
に
発
展
し
た
側
面
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
①
な
ら
び
に
拙
稿
「
一
九
世
紀
後
半
に
お
け
る
ド
イ
ツ
機
械
工
業
の
発
展

ー
ー
産
業
革
命
と
機
械
工
業
」
門
司
社
会
経
済
史
学
』
第
三
十
七
巻
第
三
号
×
以

下
で
は
拙
稿
②
と
略
す
〉
を
参
照
。

ハ
6
V

蒸
気
機
関
車
に
つ
い
て
は
自
給
体
制
の
確
立
を
よ
り
早
い
時
期
に
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
繊
維
機
械
、
工
作
機
繊
の
自
立
を
い
う
に
は
ま
だ
弱

点
を
残
し
て
お
り
、
全
般
的
に
判
断
す
る
と
自
給
体
制
の
確
立
は
六
0
年
代
・

七
0
年
代
の
交
頃
に
求
め
る
の
が
妥
当
で
あ
る
う
。
拙
稿
①
二
二
頁
、
拙
稿
⑦

四
ニ

l
四
回
頁
参
照
。

ハ
7
V
こ
の
よ
う
に
機
関
車
エ
場
は
初
期
か
ら
大
規
模
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
シ

ユ
レ
ー
ダ
ー
の
調
査
に
よ
れ
ば
一
八
五

O
年
以
前
の
機
械
ヱ
業
で
は
旋
盤
、
ポ
、

i
ル
盤
、
平
削
盤
な
ど
の
基
本
的
な
工
作
機
を
設
置
し
て
い
な
い
企
業
の
方
が

ず
っ
と
多
い
ハ
表
例
参
照
〉
。
わ
た
く
し
は
機
械
工
業
に
お
け
る
工
場
制
の
確

立
を
六
0
年
代
・
七
0
年
代
の
交
に
求
め
る
の
が
妥
当
と
考
え
て
い
る
。
拙
稿

①
四
一
|
回
二
頁
。
拙
稿
@
一
ニ
九
l
四
三
員
参
照
。

ハ
8
v
d司白岡
S
E
E
m
-
国
J

白・曲・

9
・∞
-
M
S
R

六
、
お
わ
り
に

以
上
、
主
に
ヴ
ァ

l
ゲ
ン
プ
ラ
ス
に
依
拠
し
な
が
ら
小
稿
で
明
ら
か
に

し
え
た
と
思
わ
れ
る
の
は
、
鉄
道
建
設
の
影
響
が
後
進
国
ド
イ
ツ
の
製
鉄

業
、
機
械
工
業
に
強
力
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
そ
れ
ら
の
技
術
革
新

(
製
鉄
業
に
お
け
る
コ
ー
ク
ス
高
炉
生
産
、
。
ハ
ド
ル
・
圧
延
生
産
の
確

一一一一一

立
、
機
械
工
業
に
お
け
る
機
械
制
工
場
の
確
立
)
を
促
進
さ
せ
、
第

I
部

門
に
お
け
る
「
編
成
替
」
を
可
能
に
し
、
よ
っ
て
ド
イ
ツ
産
業
革
命
の
進

展
・
完
了
、
産
業
資
本
の
確
立
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
@
し
か
し
こ
の
よ
う
な
局
面
だ
け
に
限
っ
て
い
れ
ば
、
ロ
ス
ト
ウ
の
い

う
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
と
同
じ
く
ド
イ
ツ
め
「
テ
イ
ク
・
オ
フ
」
を

(
1
)
 

主
導
し
た
「
リ

l
デ
ィ
ン
グ
・
セ
ク
タ
ー
」
は
鉄
道
で
あ
る
、
と
い
う
認

識
を
一
歩
も
出
な
い
こ
と
に
な
る
。
ド
イ
ツ
資
本
主
義
総
体
の
中
で
ど
の

よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
か
か
る
展
開
を
可
能
に
し
、
ま
た
逆
に
か
か
る
展

開
が
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
構
造
的
特
質
の
形
成
に
ど
の
よ
う
に
関
り
合

ぃ
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
、
が
以
上
の
分
析
を
ふ
ま
え
て
さ
ら

に
明
ら
か
に
き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な

問
題
に
答
え
る
こ
と
は
現
在
の
わ
た
く
し
の
能
力
に
余
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
わ
た
く
し
の
今
後
の
ド
イ
ツ
産
業
革
命
研
究
に
お
い
て
課
題

と
な
す
べ
き
残
さ
れ
た
論
点
を
整
湿
し
て
、
小
稿
の
結
び
と
し
た
い
。

ま
ず
そ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
ロ
ス
ト
ウ
が
そ
の
「
テ
イ
ク
・
オ
フ
」

に
お
い
て
鉄
道
が
主
導
部
門
の
役
割
を
果
し
た
国
と
し
て
ド
イ
ツ
と
と
も

に
あ
げ
て
い
る
、
フ
ラ
ン
ス
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
つ
い
て
、
鉄
道
建
設

が
そ
の
国
の
重
工
業
の
発
展
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
、
産
業
資
本
確
立
の

過
程
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
た
か
を
、
先
学
の
研
究
に
よ
っ
て
検
討

し
、
問
題
点
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

〔
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
〕

服
部
春
彦
氏
は
、
産
業
革
命
を
主
導
し
た
部
門
は
何
か
に
つ
い
て
の
研



究
史
を
整
理
し
、
各
産
業
部
門
の
成
長
率
を
比
較
検
討
さ
れ
た
よ
で
次
の

よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
一
八

O
O年
頃
を
起
点
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
産
業
革

命
を
主
導
し
た
も
の
は
一
八
四
五
|
五

O
年
頃
ま
で
一
貫
し
て
繊
維
工
業

で
あ
り
、
石
炭
業
、
製
鉄
業
、
機
械
工
業
な
ど
は
主
に
繊
維
工
業
に
牽
引

さ
れ
な
が
ら
発
展
し
た
。
し
か
し
四
五

i
五
O
年
頃
を
境
に
繊
維
工
業
の

発
展
が
緩
慢
化
し
、
主
導
部
門
の
地
位
を
鉄
道
が
か
わ
っ
て
占
め
る
よ
う

に
な
り
、
鉄
道
建
設
の
進
展
、
お
よ
び
こ
れ
と
直
結
す
る
石
炭
業
、
機
械

工
業
の
発
展
が
推
進
力
と
な
っ
て
、
一
八
五

O
l七
O
年
に
繊
維
工
業
と

(

2

)

 

と
も
に
産
業
革
命
が
完
了
す
る
、
と
。
氏
は
繊
維
工
業
主
導
の
時
期
と
鉄

道
・
重
工
業
主
導
の
時
期
と
の
継
起
的
二
段
階
で
フ
ラ
ン
ス
産
業
革
命
が

展
開
す
る
こ
と
は
、
今
日
大
方
の
学
者
の
承
認
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
さ

れ
た
上
で
、
主
導
部
門
の
交
替
の
時
期
を
他
の
論
者
よ
り
比
較
的
遅
い
時

期
に
求
め
ら
れ
、
同
時
に
産
業
革
命
開
始
・
展
開
の
時
期
に
繊
維
工
業
に

(
3
)
 

牽
引
さ
れ
て
製
鉄
業
、
機
械
工
業
が
発
展
し
た
と
い
う
基
機
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
第
二
段
階
の
鉄
道
に
主
導
さ
れ
た
重
工
業
の
発
展
が
あ
り
え
た
、

と
産
業
革
命
に
お
け
る
繊
維
工
業
の
主
導
性
を
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

忠
わ
れ
る
@

次
回
健
作
氏
は
、
一
八
二

0
年
代
に
入
る
と
綿
工
業
に
お
け
る
機
械
化

の
進
行
に
伴
な
い
、
製
鉄
業
も
新
技
術
の
導
入
と
生
産
力
の
増
大
を
開
始

し
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ュ

i
ム
以
来
の
小
規
模
な
木
炭
高
炉
や
木
炭
練

炉
を
輸
と
す
る
分
散
的
で
停
滞
的
な
伝
統
的
構
造
か
ら
税
し
は
じ
め
る
、

と
ま
ず
製
鉄
業
変
革
の
起
点
に
お
け
る
繊
維
工
業
の
役
割
を
強
調
さ
れ

る
。
一
方
、
鉄
道
は
す
で
に
一
八
三

0
・
四

0
年
代
に
良
質
レ

l
ル
な
ど

ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

の
生
産
の
要
請
か
ら
練
鉄
生
産
で
の
パ
ド
ル
炉
導
入
と
銑
鉄
生
産
へ
の
コ

ー
ク
ス
高
炉
導
入
に
道
を
開
き
製
鉄
業
の
技
術
革
新
の
誘
因
と
な
る
@
同

時
に
鉄
道
は
来
る
べ
き
製
鉄
業
の
集
中
過
程
を
媒
介
し
、
一
八
五

0
・
六

0
年
代
に
は
大
型
の
資
本
発
注
を
通
じ
て
関
連
諸
産
業
発
展
の
起
動
力
と

な
り
、
巨
額
の
資
金
調
達
の
必
要
か
ら
金
融
市
場
の
変
革
と
拡
大
に
も
大

き
く
寄
与
す
る
、
と
フ
ラ
ン
ス
の
続
、
必
構
造
の
変
化
リ
資
本
主
義
確
立
に

(

4

)

 

お
け
る
鉄
道
の
意
義
を
強
調
さ
れ
る
。

本
池
立
氏
は
、
製
鉄
業
に
お
け
る
一
八
三

0
・
四

0
年
代
の
コ
ー
ク
ス

高
炉
の
増
加
と
パ
ド
ル
炉
の
普
及
は
大
企
業
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
場
合
が

多
く
、
そ
の
際
鉄
道
は
製
鉄
大
企
業
の
市
場
支
配
や
資
本
の
集
積
・
集
中

過
程
の
進
行
に
貢
献
し
、
大
企
業
は
鉄
道
を
テ
コ
に
じ
て
企
業
連
合
を
実

(

5

)

 

現
し
、
フ
ラ
ン
ス
経
済
の
寡
頭
的
支
配
を
進
め
た
、
と
製
鉄
業
の
変
革
を

比
較
的
早
い
時
期
に
求
め
、
そ
こ
に
お
け
る
大
企
業
の
役
割
の
大
き
さ
と

そ
の
大
企
業
の
形
成
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
と
い
う
観
点
か
ら
、
製
鉄

業
な
ら
び
に
フ
ラ
ン
ス
資
本
主
義
発
展
に
お
け
る
鉄
道
の
意
義
を
強
調
さ

れ
る
。以

上
フ
ラ
ン
ス
産
業
革
命
展
開
の

P

後
半
期
。
に
お
け
る
鉄
道
の
決
定

的
な
意
義
に
つ
い
て
の
評
価
は
、
後
に
み
る
遠
藤
輝
明
氏
、
中
木
康
夫
氏

の
見
解
も
含
め
て
各
論
者
に
共
通
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
限
り
で

ロ
ス
ト
ウ
の
指
摘
は
正
し
い
@
し
か
し
同
時
に
フ
ラ
ン
ス
産
業
革
命
の
起

点
と
な
り
産
業
革
命
展
開
の
。
前
半
期
H

を
主
導
し
た
も
の
は
、
綿
工
業

に
代
表
さ
れ
る
繊
維
工
業
で
あ
り
、
そ
れ
が
あ
る
時
期
に
鉄
道
な
ら
び
に

そ
れ
と
結
び
つ
い
た
重
工
業
が
主
導
す
る
形
に
発
展
し
て
い
っ
た
と
い
う

一一一一一一一



ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

把
握
も
各
論
者
に
共
通
し
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
(
も
ち
ろ
ん
、
主
導
部
門

の
交
替
の
時
期
は
い
つ
か
、
之
別
半
期
4

の
展
開
す
な
わ
ち
繊
維
工
業
の

展
開
が
ど
の
て
い
ど
ま
で

n
後
半
期
d

の
展
開
を
規
定
す
る
力
を
も
つ

か
、
に
つ
い
て
各
論
者
の
主
張
は
異
な
る
が
、
わ
た
く
し
に
は
そ
れ
に
関

説
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
)
。
イ
ギ
リ
ス
と
同
じ
よ
う
に
、
産
業
革
命
が

繊
維
工
業
に
は
じ
ま
り
、
そ
れ
が
重
工
業
に
波
及
す
る
と
い
う
過
程
が
と

も
か
く
も
見
ら
れ
る
点
を
ド
イ
ツ
と
の
対
比
に
あ
た
っ
て
ま
ず
注
目
し
て

お
き
た
い
〈
論
点
①
〉
@

次
に
、
鉄
道
建
設
が
製
鉄
業
の
み
な
ら
ず
当
該
資
本
主
義
の
構
造
的
特

質
の
形
成
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
と
い
う
点
に
関
し
て
注
目
‘
す

べ
き
は
、
遠
藤
輝
明
氏
と
中
木
康
夫
氏
の
見
解
で
あ
る
。

遠
藤
輝
明
氏
の
主
張
は
次
の
・
と
お
り
で
あ
る

Q

綿
工
業
主
導
の
産
業
革

命
が
よ
う
や
く
本
格
的
に
展
開
し
よ
う
と
す
る
三

0
年
代
に
皐
く
も
鉄
道

建
設
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
結
果
生
産
手
段
生
産
部
門
も
綿
工
業
の
発
達
か

ら
よ
り
は
、
「
鉄
道
プ

l
ム
」
か
ら
多
大
の
刺
激
を
受
け
、
綿
工
業
と
な
ら

ん
で
諸
他
の
重
工
業
部
門
も
い
っ
せ
い
に
産
業
革
命
の
推
進
に
参
加
し
た
~

と
早
い
時
期
か
ら
鉄
道
の
意
義
の
大
き
を
強
調
さ
れ
る

Q

さ
ら
に
氏
は
、

繊
維
工
業
め
展
開
を
「
小
生
産
者
的
発
展
の
道
」
を
体
現
す
る
ノ
ル
マ
ン

デ
ィ
!
型
と
商
業
資
本
が
産
業
資
本
へ
と
転
化
し
た
都
市
の
「
繊
維
貴
族
」

が
展
開
を
主
導
す
る
ア
ル
ザ
ス
型
と
の
対
抗
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
、
三

0
年
代
以
後
の
産
業
革
命
展
開
期
に
、
①
鉄
道
建
設
が
遠
隔
地
市
場
を
足

場
に
す
る
ア
ル
ザ
ス
の
捺
染
業
に
有
利
に
作
用
し
、
①
鉄
道
建
設
な
ら
び

に
そ
れ
が
誘
発
し
た
金
属
工
業
・
鉱
山
業
の
発
展
が
多
大
の
資
金
需
要
を

二
三
四

生
ぜ
し
め
た
が
、
そ
れ
は
信
用
組
織
が
未
確
立
な
段
階
に
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ

l
の
小
資
本
家
に
不
利
に
働
き
、
。
ハ
リ
の
オ

l
ト
・
パ
ン
ク
と
結
合
し
え

た
ア
ル
ザ
ス
の
大
資
本
家
は
こ
う
し
た
不
利
を
こ
う
む
ら
な
か
っ
た
が
故

に
鉄
道
は
間
接
的
に
ア
ル
ザ
ス
型
の
優
位
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ

l
型
の
後
退

を
促
進
し
た
と
主
張
さ
れ
る
。
製
鉄
業
に
お
い
て
も
、
鉄
加
工
業
に
お
け
る

農
村
マ
ニ
』
の
発
達
と
結
合
し
、
小
経
営
か
ら
徐
々
に
進
展
す
る
ノ

l
ル

型
と
機
械
製
造
・
鉄
道
の
需
要
に
依
拠
し
、
商
人
・
金
融
グ
ル
ー
プ
の
巨

大
な
資
本
投
下
を
え
て
初
発
か
ら
大
工
場
と
し
て
出
発
す
る
こ
と
で
発
展

が
可
能
で
あ
っ
た
中
部
フ
ラ
ン
ス
型
の
対
抗
が
あ
り
、
近
代
製
鉄
業
の
展

開
は
、
後
者
が
主
導
し
な
が
ら
も
前
者
の
存
続
、
発
展
が
可
能
で
あ
っ
た

と
こ
ろ
に
、
ド
イ
ツ
と
異
な
る
フ
ラ
ン
ス
の
特
殊
性
が
あ
る
と
さ
れ
る
@

四
八
年
の
二
月
革
命
は
経
済
・
社
会
に
も
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し
、
繊

維
工
業
で
は
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
綿
工
業
の
機
械
化
が
本
格
的
に
進
展
し
、
製

鉄
業
で
は
ノ

i
ル
、
北
部
フ
ラ
ン
ス
の
発
展
に
よ
り
製
鉄
業
の
中
心
地
は

中
部
フ
ラ
ン
ス
か
ら
北
部
フ
ラ
ン
ス
に
移
り
、
フ
ラ
ン
ス
資
本
主
義
は
、

王
制
復
古
・
七
月
王
政
期
の
ア
ル
ザ
ス
型
・
中
部
フ
ラ
ン
ス
型
の
優
位
と

い
う
つ
で
フ
ド
ッ
タ
ス
」
を
経
て
、
よ
う
や
く
第
二
帝
政
期
に
ノ
ル
マ
ン

デ
ィ

l
型
・
ノ

i
ル
型
す
な
わ
ち
「
小
生
産
者
的
発
展
」
の
型
が
全
面
的

に
展
開
し
う
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
さ
品
川
口

γ

わ
た
く
し
が
と
く
に
示
唆
を
受
け
た
の
は
次
の
二
点
で
あ
る
。
第
一

に
、
遠
藤
氏
が
フ
ラ
ン
ス
産
業
革
命
の
展
開
を
「
二
つ
の
型
」
の
対
抗
・

か
ら
み
合
い
と
い
う
視
角
で
分
析
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
「
小

生
産
者
的
発
展
」
の
型
は
徹
底
し
た
市
民
革
命
を
ふ
ま
え
て
本
格
的
、
全



面
的
に
展
開
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
対
抗
的
な
ア
ル
ザ
ス
型
・
中

部
フ
ラ
ン
ス
型
は
フ
ラ
ン
ス
が
イ
ギ
リ
ス
の
後
発
国
で
あ
っ
た
が
放
に

(
大
き
な
資
本
を
投
じ
て
進
ん
だ
技
術
を
い
っ
き
ょ
に
導
入
し
う
る
な
ど

の
点
で
)
可
能
だ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
産
業
革
命
は
、
市
民
革

命
が
封
建
的
土
地
所
有
規
範
の
廃
棄
と
営
業
の
自
由
の
確
立
を
徹
底
的
に

な
し
と
げ
た
こ
と
を
前
提
に
展
開
し
え
た
側
面
|
|
ド
イ
ツ
と
の
違
い
、

イ
ギ
リ
ス
と
の
共
通
性
|
|
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
後
発
国
で
あ
る
側
面
!
i

ド
イ
ツ
と
の
共
通
性
!
!
と
を
あ
わ
せ
も
つ
も
の
だ
が
、
そ
の
両
側
面
の

対
抗
・
か
ら
み
合
い
を
上
に
み
た
よ
う
に
分
析
さ
れ
、
結
局
第
一
の
側
面

が
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ

l
型
・
ノ

i
ル
型
の
全
面
的
展
開
(
あ
る
い
は
優
位
)

と
い
う
形
で
貫
徹
し
え
た
と
示
唆
さ
れ
て
い
る
と
わ
た
く
し
に
は
思
え
る

〈
論
点
①
〉
@
第
二
に
、
産
業
革
命
の
展
開
に
あ
た
っ
て
早
い
時
期
か
ら

鉄
道
が
主
導
性
を
も
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
二
つ
の
型
の
対
抗
・
か
ら
み

合
い
の
中
で
(
少
な
く
と
も
四
八
年
の
変
革
の
以
前
は
)
鉄
道
が
た
え
ず

「
小
生
産
者
的
発
展
」
の
方
向
を
抑
止
し
、
歪
曲
す
る
影
響
力
を
も
っ
て

い
た
、
と
鉄
道
の
意
義
を
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
こ

の
点
は
第
二
帝
政
期
に
よ
り
重
大
化
す
る
問
題
で
あ
り
、
遠
藤
氏
の
主
張

を
理
解
し
え
な
い
点
も
あ
る
の
で
、
中
木
康
夫
氏
の
第
二
帝
政
期
の
分
析

と
対
比
し
て
み
よ
う
。

第
二
帝
政
期
に
つ
い
て
中
木
康
夫
氏
は
次
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
る
。
第

二
帝
政
期
に
は
オ
l
ト
パ
ン
ク
等
に
よ
る
貨
幣
・
信
用
の
独
占
体
制
の
打

破
を
通
じ
産
業
資
本
の
た
め
の
近
代
的
金
融
・
銀
行
・
信
用
制
度
の
確
立

が
あ
り
、
一
方
工
業
に
お
い
て
も
主
導
部
門
が
繊
維
工
業
か
ら
重
工
業
に

ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

移
り
、
鉄
道
と
深
く
関
連
し
た
製
鉄
業
の
発
展
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
二

部
門
の
定
置
、
産
業
資
本
の
確
立
を
も
た
ら
し
た

Q

そ
こ
に
お
け
る
鉄
道

の
意
義
は
、
①
鉄
道
網
の
形
成
を
通
じ
て
統
一
的
国
内
市
場
の
形
成
を
促

進
し
、
②
鉄
道
事
業
が
六
大
会
社
に
集
中
し
、
ま
た
鉄
道
が
製
鉄
業
の
集

中
を
促
進
し
、
そ
れ
ら
が
近
代
化
さ
れ
た
大
投
資
銀
行
・
ォ
l
ト
バ
ン
ク

の
強
化
に
作
用
し
、
か
く
し
て
巨
大
銀
行
、
鉄
道
、
製
鉄
業
を
結
ぶ
上
層

資
本
を
第
二
帝
政
の
階
級
的
支
柱
た
ら
し
め
る
、
③
鉄
道
網
が
首
都
パ
リ

を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
、
鉄
道
建
設
に
お
け
る
国
家
の
役
割
が
大
き

い
こ
と
を
逮
じ
て
、
鉄
道
は
そ
の
軍
事
的
意
義
と
相
ま
っ
て
国
家
の
集
中

的
支
配
力
を
強
め
る
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
鉄
道
は
か
く
し
て
フ
ラ
ン
ス

(
7〉

資
本
主
義
の
確
立
、
大
資
本
支
配
体
制
の
要
と
な
る
。

遠
藤
氏
は
第
二
帝
政
期
に
小
生
産
者
的
発
展
の
全
面
的
な
展
開
の
帰
結

と
し
て
、
小
生
産
者
的
利
害
か
ら
訣
別
し
た
産
業
資
本
家
が
資
本
主
義
発

達
の
担
い
手
と
な
る
と
展
望
さ
れ
る
。
し
か
し
か
か
る
展
開
の
中
で
鉄
道

が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
か
に
つ
い
て
は
ま
だ
言
及
さ
れ
て
い
な

い
。
鉄
道
は
そ
れ
自
体
大
資
本
で
あ
る
と
と
も
に
、
株
式
・
資
本
市
場
で

大
銀
行
と
結
び
つ
き
、
ま
た
製
鉄
業
・
機
械
工
業
へ
多
大
な
需
要
を
与
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
産
業
・
金
融
企
業
の
結
合
と
巨
大
化
を
促
進
す
る
性

格
を
も
っ
。
こ
の
性
格
は
中
木
氏
の
分
析
さ
れ
た
と
お
り
第
二
帝
政
期
に

は
鉄
道
、
銀
行
(
金
融
)
、
重
工
業
大
資
本
の
結
合
と
そ
の
支
配
体
制
確

立
の
要
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
。
産
業
資
本
が
小
生
産
者
的
利
害
か
ら

訣
別
し
資
本
主
義
発
達
の
担
い
手
と
な
る
過
程
で
、
当
然
鉄
道
の
こ
の
性

格
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
と
き
フ
ラ
ン
ス
資
本
主
義
全

五



ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

体
の
中
で
、
鉄
道
は
か
つ
て
の
よ
う
に
小
生
産
者
的
発
展
の
型
と
対
抗
す

る
性
格
を
い
ま
だ
持
ち
続
け
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
金
融
と
同
じ
く
鉄

道
の
あ
り
か
た
自
体
が
変
革
を
受
け
て
、
第
二
帝
政
期
の
経
済
構
造
に
適

合
的
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
遠
藤
氏
の
今
後
の
指
摘
を
待
ち
た

い
〈
論
点
①
〉
。

〔
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
〕

日
本
に
お
け
る
研
究
史
に
学
び
な
が
ら
多
岐
に
わ
た
る
論
点
を
整
理
し

つ
つ
ア
メ
リ
カ
産
業
革
命
に
つ
い
て
わ
た
く
し
な
り
の
統
一
的
な
イ
メ
ー

ジ
を
得
る
こ
と
は
(
フ
ラ
ン
ス
産
業
革
命
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
が
)

出
来
な
か
っ
た
@
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
わ
た
く
し
が
ド
イ
ツ
産
業
革
命

の
一
環
と
し
て
小
稿
で
と
り
あ
げ
た
テ

l
マ
に
つ
い
て
の
研
究
を
さ
ら
に

進
め
る
た
め
に
と
く
に
強
い
示
唆
を
受
け
た
点
を
、
楠
井
敏
朗
氏
、
鈴
木

圭
介
・
中
西
弘
次
両
氏
の
研
究
に
限
っ
て
整
理
し
て
み
た
い
。

楠
井
敏
朗
氏
は
ア
メ
リ
カ
製
鉄
業
の
中
心
地
で
あ
る
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ア
ニ

ア
製
鉄
業
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
る
。
こ
の
地
域
は
豊
か
な
農

民
的
需
要
に
基
づ
く
農
村
工
業
や
局
地
的
市
場
閣
の
展
開
が
み
ら
れ
た
と

こ
ろ
で
、
農
民
・
工
業
生
産
者
の
多
彩
な
生
産
手
段
・
消
費
手
段
に
た
い

す
る
需
要
に
も
と
づ
き
、
自
ら
も
製
鉄
工
で
あ
っ
た
小
生
産
者
た
ち
を
担

い
手
と
し
て
ピ
ッ
ツ
パ

l
グ
製
鉄
業
が
発
展
し
、
そ
れ
は
一
八
三

0
年
代

い
ち
早
く
パ
ド
ル
圧
延
を
導
入
し
新
し
い
生
産
力
構
造
に
転
換
し
つ
つ
あ

っ
た
@
圧
延
過
程
の
変
革
は
四

0
年
代
以
後
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
の
銑

鉄
生
産
の
石
炭
・
コ
ー
ク
ス
高
炉
の
採
用
を
促
進
せ
し
め
た
。
こ
う
し
て

二
一
二
六

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
製
鉄
業
は
、
ニ
ュ

i
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
工
業
に
代
表

さ
れ
る
成
長
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
対
照
的
な
成
長
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
基
盤
に
展
開

し
つ
つ
あ
り
、
そ
の
延
長
上
で
六

0
年
代
に
鉄
道
と
の
結
合
が
も
た
ら
さ

れ
た
@
し
か
し
南
北
戦
争
直
前
に
、
従
来
「
ア
メ
リ
カ
体
制
」
派
の
先
兵

と
し
て
「
都
市
の
工
業
」
の
発
達
の
前
提
条
件
を
つ
く
り
だ
し
て
き
た
鉄

道
業
と
不
即
不
離
の
関
係
に
入
る
こ
と
に
よ
り
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
製

鉄
業
は
、
一
方
で
は
ア
メ
リ
カ
重
工
業
の
担
い
手
と
し
て
合
衆
国
経
済
を

主
導
す
る
地
位
に
立
ち
つ
つ
、
他
方
で
農
村
の
利
害
か
ら
(
か
つ
て
の
ニ

ュ
i
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
綿
業
と
同
じ
利
益
を
追
求
す
る
)
都
市
の
利
害
へ
と

変
態
し
は
じ
め
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
南
北
戦
争
後
の
中
産
的
生
産
者

層
の
切
り
捨
て
、
「
農
村
の
産
業
」
の
発
展
の
経
済
的
条
件
を
封
ず
る
。
い

い
か
え
れ
ば
原
蓄
を
完
了
さ
せ
る
一
連
の
動
き
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で

(
8
)
 

あ
る
。氏

の
云
わ
れ
る
「
変
態
」
と
は
小
生
産
者
的
発
展
が
い
わ
ゆ
る
「
上
昇

転
化
」
を
と
げ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
形
で
中
間
的
利
害

を
切
り
捨
て
る
の
が
資
本
蓄
積
の
も
た
ら
す
必
然
的
な
結
果
で
あ
り
、
そ

れ
こ
そ
が
資
本
主
義
の
確
立
な
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
あ
っ
て
は
そ
の

過
程
を
主
導
し
た
の
が
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
製
鉄
業
で
あ
っ
た
と
主
張
さ

れ
て
い
る
と
わ
た
く
し
に
は
理
解
さ
れ
る
〈
論
点
②
〉
。
ア
メ
リ
カ
に
お

い
て
も
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
と
同
じ
よ
う
に
資
本
主
義
の
確
立
過
程
に
あ

っ
て
鉄
道
建
設
↓
製
鉄
業
の
発
展
が
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
と
確
認
で
き

る
@鈴

木
圭
介
・
中
西
弘
次
両
氏
は
、
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
に
お
い
て
鉄
道



の
果
し
た
役
割
を
、
諸
鉄
道
の
経
済
的
・
社
会
的
意
義
を
詳
細
に
検
討
さ

(
9〉

れ
た
あ
と
で
次
の
よ
う
に
総
括
さ
れ
る
@
ア
メ
リ
カ
の
鉄
道
は
、
当
初
は

貿
易
、
遠
隔
地
商
業
に
活
動
す
る
商
人
資
本
、
土
地
投
機
業
者
、
上
か
ら

の
製
造
業
者
の
利
益
を
体
現
し
た
前
期
的
性
格
(
南
部
で
は
植
民
地
的
性

格
)
を
も
ち
つ
つ
も
、
南
北
戦
争
以
前
に
す
で
に
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
大

工
業
の
た
め
の
園
内
市
場
を
北
東
部
|
北
西
部
と
い
う
領
域
内
に
形
成
さ

せ
る
の
に
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
、
鉄
道
に
媒
介
さ
れ
た
国
内
市
場
の
形

成
は
、
全
体
と
し
て
は
、
前
期
的
性
格
の
強
い
諸
利
害
に
よ
る
ア
メ
リ
カ

資
本
主
義
発
展
の
上
か
ら
の
推
進
と
い
う
社
会
的
条
件
の
基
礎
を
次
第
に

ほ
り
く
づ
し
て
い
っ
た
@
そ
し
て
こ
の
点
で
、
鉄
道
業
の
成
立
・
発
展
に

よ
っ
て
資
本
主
義
の
上
か
ら
の
発
展
が
定
着
さ
せ
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ス
、
ド

(

叩

)

イ
ツ
と
異
な
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
前
提
に
し
て
鉄
道
が
重
工
業
に
与

え
た
影
響
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
る
。
船
舶
用
蒸
気
機
関
、

織
機
の
生
産
に
よ
る
技
術
の
蓄
積
を
基
盤
に
機
関
車
製
造
は
す
で
に
三

0

年
代
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
需
要
を
対
象
と
し
て
開
始
さ
れ
、
ロ
シ
ア
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
み
な
ら
ず
イ
ギ
リ
ス
へ
き
え
も
輸
出
さ
れ
、
六

0
年
代
に
は

機
関
車
の
自
給
体
制
が
確
立
し
た
@
六

O
年
セ
ン
サ
ス

ιよ
れ
ば
鉄
製
品

生
産
の
四
六
Mm
が
鉄
道
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
鉄
道
が
す
で

に
五
Q
年
代
ま
で
に
商
北
戦
争
後
の
製
鉄
業
の
発
展
の
条
件
を
つ
く
り
だ

し
た
@
レ
ー
ル
生
産
は
四
四
年
以
後
保
護
関
税
の
も
と
で
発
展
を
開
始

し
、
五

0
年
代
の
鉄
道
の
発
展
の
も
と
で
輸
入
と
平
行
し
て
生
産
も
増
大

し
、
六

0
年
代
に
は
一
貫
し
て
生
産
が
輸
入
を
凌
駕
す
る
、
と
鉄
道
が
鉄

生
産
、
レ

i
ル
生
産
に
与
え
た
影
響
の
大
き
き
を
強
調
さ
れ
る
。
両
氏
の

ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
章
一
工
業
の
発
展

研
究
が
、
た
ん
に
鉄
道
建
設
が
関
連
諸
産
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と

い
う
指
摘
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ま
た
鉄
道
の
果
し
た
商
品
輸
送
量
の
増
加
日

市
場
形
成
へ
の
貢
献
と
い
う
一
般
的
な
指
摘
に
と
ど
ま
ら
ず
、
個
々
の
鉄

道
が
い
か
な
る
経
済
的
利
害
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
、
い
か
な
る
経
済
的
利

害
に
適
合
的
な
商
品
輸
送
そ
の
他
の
経
営
活
動
を
行
な
っ
た
か
と
い
う
点

を
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
全
体
に
わ
た
っ
て
総
合
的
に
分
析
し
て
い
る
こ
と

に
特
に
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
か
か
る

作
業
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
鉄
道
と
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
関
連
に
つ
い
て

語
り
う
る
で
あ
ろ
う
〈
論
点
②
〉
。

〔
展
望
〕

以
上
の
検
討
を
ふ
ま
え
て
問
題
点
を
整
理
し
、
今
後
の
わ
た
く
し
の
研

究
課
題
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

〈
論
点
①
〉
産
業
革
命
の
類
型
に
つ
い
て
@

遠
藤
氏
が
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
市
民
革
命
と
資
本
主
義
発
展
と

の
関
連
め
研
究
で
は
従
来
「
封
建
的
土
地
所
有
対
産
業
資
本
」
と
い
う
視

角
か
ら
の
蓄
積
が
な
さ
れ
て
き
た
ハ
残
念
な
こ
と
に
近
年
こ
の
『
市
民
革

命
』
の
意
義
を
軽
視
な
い
し
無
視
す
る
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る

Y

一

方
、
近
年
は
世
界
資
本
主
義
的
視
点
の
重
視
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
こ
の
こ
つ
の
視
点
の
正
し
い
結
合
が
必
要
で
あ
る
@
す
な

わ
ち
先
発
国
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
後
発
国
で
あ
る
と
い
う
共
通
性
の
み
を

本
質
的
な
要
素
と
し
て
み
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
ハ
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
と

ア
メ
リ
カ
と
ド
イ
ツ
が
同
じ
後
発
国
と
し
て
展
開
さ
せ
る
産
業
革
命
を
前

七



ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

述
の
よ
う
に
一
括
し
て
同
一

ρ
類
型
e

に
し
て
し
ま
う
ロ
ス
ト
ウ
の
見
解

の
よ
う
に
〉
、
そ
れ
ら
の
簡
が
産
業
革
命
を
展
開
す
る
前
提
と
し
て
封
建

的
土
地
所
有
規
範
の
廃
棄
、
営
業
の
自
由
の
確
立
が
達
成
さ
れ
て
い
る
か

あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
前
提
条
件
の
な
い
ま
ま
絶
対
王
制
の
枠
内
で
展
開

す
る
産
業
革
命
で
あ
る
の
か
と
い
う
差
異
を
基
本
に
お
い
た
二
つ
の
視
点

の
正
し
い
結
合
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
大
塚
久
雄
氏
の
問

(

日

)

題
提
起
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
お
け
る
氏
の
主
張
点
の
一
つ
で
あ
る

産
業
部
門
聞
の
均
衡
的
発
展
の
問
題
以
関
連
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
(
お

そ
ら
く
ア
メ
リ
カ
で
も
)
産
業
革
命
の
展
開
(
と
く
に
そ
の
H

後
半
期
し

に
お
い
て
鉄
道
が
決
定
的
影
響
力
を
も
っ
た
の
は
事
実
だ
が
、
イ
ギ
リ
ス

と
同
じ
よ
う
に
綿
工
業
・
繊
維
工
業
を
起
点
と
す
る
変
革
が
重
工
業
部
門

の
変
革
に
影
響
す
る
と
い
う
側
面
も
同
時
に
も
つ
こ
と
を
み
た
。
後
者
が

ド
イ
ツ
で
ど
の
て
い
ど
み
ら
れ
る
か
明
確
な
断
定
は
で
き
な
い
が
、
わ
た

ハ
ロ
)

く
し
は
大
塚
氏
の
問
題
提
起
を
「
批
判
的
に
」
受
け
と
め
つ
つ
、
氏
の
主

張
さ
れ
る
産
業
部
門
聞
の
不
均
衡
な
展
開
が
ド
イ
ツ
産
業
革
命
に
お
い
て

ど
の
よ
う
に
あ
ら
わ
れ
る
か
に
関
し
て
、
か
つ
て
次
の
よ
う
な
見
解
を
述

(
沼
)

べ
た
@
ド
イ
ツ
機
械
工
業
の
発
展
に
と
っ
て
繊
維
工
業
は
あ
ま
り
重
要
な

意
義
を
も
た
ず
、
石
炭
業
、
製
鉄
業
、
鉄
道
が
よ
り
重
要
な
基
盤
と
な
フ

た
と
い
う
事
実
か
ら
み
て
、
ド
イ
ツ
産
業
革
命
は
、
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
の

よ
う
に
繊
維
工
業
の
発
展
L
織
縫
機
械
の
佼
用
・
製
造
が
石
炭
・
製
鉄
業

に
連
鎖
的
-
・
均
衡
的
に
波
及
す
る
と
い
う
型
と
は
異
な
り
、
繊
維
工
業
の

発
展
は
も
ち
ろ
ん
相
当
て
い
ど
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
上
に
完
全
に
基
盤
を

お
い
て
重
工
業
が
成
立
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
え
て
云
え
ば
こ
う
し
た
繊

二
三
八

維
工
業
の
発
展
と
は
相
対
的
独
自
性
を
も
ヲ
て
(
あ
る
い
は
繊
維
工
業
の

発
展
が
重
工
業
の
発
展
を
よ
び
お
こ
す
ほ
ど
十
分
で
な
い
う
ち
に
て
む

し
ろ
鉄
道
建
設
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
よ
り
重
工
業
が
発
展
す
る
、
重
工
業
に

儒
重
さ
れ
た
不
均
衡
な
産
業
革
命
で
あ
っ
た
@
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
産
業

革
命
の
展
開
は
市
場
の
狭
除
さ
、
早
熟
的
対
外
侵
略
性
、
中
間
層
問
題
の

長
期
に
わ
た
る
残
存
な
ど
と
い
っ
た
そ
の
後
の
ド
イ
ツ
経
済
・
社
会
を
規

定
す
る
重
要
な
問
題
を
生
む
原
因
と
な
っ
た
、
と
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な

み
と
う
し
は
、
繊
維
工
業
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
産
業
部
門
の
発
展
、
農

業
の
発
展
と
農
民
層
の
分
解
、
手
工
業
者
層
の
分
解
、
金
融
構
造
と
い
っ

た
問
題
に
ま
で
視
野
を
広
げ
て
さ
ら
に
補
強
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
わ
た
く
し
の
今
後
の
研
究
課
題
の
一
つ
で
あ
る

Q

〈
論
点
②
〉
鉄
道
建
設
と
資
本
主
義
の
発
展

フ
ラ
ン
ス
や
ア
メ
リ
カ
の
例
に
も
み
た
よ
う
に
、
資
本
主
義
の
確
立
期

に
お
け
る
鉄
道
の
意
義
は
決
定
的
で
あ
る
。
鉄
道
は
重
工
業
と
く
に
製
鉄

業
へ
の
大
き
な
影
響
力
に
よ
っ
て
大
資
本
支
配
体
制
を
つ
く
り
上
げ
、
小

生
産
者
的
利
窓
口
を
切
り
す
て
る
過
程
を
強
力
に
推
進
す
る
ハ
本
池
、
中
木
、

楠
井
氏
、
り
の
指
指
)
。
か
か
る
側
面
は
後
発
閣
に
共
通
な
側
面
と
し
て
フ
ラ

ジ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
に
共
還
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
e

し
か
し

こ
の
よ
う
な
強
力
な
鉄
道
の
影
響
力
が
当
該
資
本
主
義
の
確
立
過
程
で
ど

の
よ
う
な
部
分
に
働
き
か
け
、
ど
の
よ
う
な
構
造
的
特
質
形
成
に
寄
与
し

た
か
と
い
う
「
会
機
構
的
把
握
」
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
@
遠
藤
、
中

木
、
楠
井
氏
ら
の
研
究
は
そ
の
点
で
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
た
@
ド

イ
ツ
に
お
け
る
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ま
ず
学
び
た
い
の
は
川
本
和
良
氏
の



研
究
で
あ
る
。
本
論
で
み
て
き
た
よ
う
に
と
く
に
五

0
年
代
の
飛
躍
的
な

発
展
の
時
期
に
は
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l
レ
ン
製
鉄
業
の
重
要
性
が

(

M

)

 

決
定
的
と
な
る
@
川
本
和
『
良
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
一
九
世
紀
前
半
の
ラ

イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
ア
ァ

i
レ
ン
製
鉄
業
(
な
ら
び
に
石
炭
業
)
の
発
展

は
、
鉄
加
工
業
者
も
合
め
た
小
生
産
者
た
ち
が
相
互
に
需
要
を
提
供
し
ん
口

う
地
域
内
で
の
社
会
的
分
業
の
進
展
日
内
部
市
場
を
基
盤
に
、
「
営
業
の

自
由
」
の
支
配
す
る
中
で
販
路
を
拡
張
す
る
に
は
生
産
技
術
の
卒
新
が
企

業
活
動
の
核
心
に
据
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
「
技
術
者
的
生
産
者

類
型
」
に
属
す
る
人
々
が
過
程
を
主
導
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
ハ
む
し
ろ
遠
藤
氏
の
ノ

l
ル
型
宏
も
類
推
さ
せ
る
)
一

九
世
紀
前
半
の
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

i
レ
ン
の
製
鉄
業
・
石
炭
業

は
、
し
か
し
五

0
年
代
以
後
の
大
企
業
へ
の
発
展
の
過
程
で
「
蓄
積
基
盤

を
移
行
」
さ
せ
、
「
問
屋
制
的
生
産
者
類
型
」
に
移
り
、
ピ
ス
マ
ル
ク
の

「
似
非
而
ボ
ナ
パ
ル
テ
イ
ズ
ム
」
な
る
社
会
構
成
の
支
柱
に
転
化
し
て
い

く
と
い
う
。
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
構
造
的
特
質
究
明
の
鍵
と
も
い
う
べ
き

「
蓄
積
基
盤
の
移
行
」
に
つ
い
て
川
本
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
@

ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
ア
ァ

l
レ
ン
製
鉄
業
を
代
表
す
る
ク
ル
ッ
プ
は
五
九

年
以
降
菌
家
の
提
供
す
る
大
砲
な
ど
の
軍
需
需
要
と
結
び
つ
き
、
五

0
年

代
以
後
の
石
炭
業
(
小
稿
で
分
析
し
た
製
鉄
業
と
密
接
に
関
連
し
て
お

り
、
氏
に
よ
っ
て
も
石
炭
業
と
製
鉄
業
の
動
向
は
基
本
的
に
同
一
の
経
済

循
環
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
)
が
危
機
に

際
し
て
販
路
拡
張
を
鉄
道
に
よ
る
ベ
ル
リ
ン
や
ブ
レ

l
メ
ン
と
の
結
合
に

求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
穀
物
と
石
炭
の
相
互
流
通
の
形
成
、
石
炭
業
の
自

ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

由
貿
易
志
向
へ
の
接
近
を
生
ぜ
し
め
、
一
方
ユ
ン
カ

l
的
剰
余
の
投
下
さ

れ
た
鉄
道
が
ル

i
ル
炭
を
消
費
す
る
。
か
く
し
て
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ

ァ
l
レ
ン
石
炭
・
製
鉄
業
は
、
蓄
積
基
盤
を
圏
家
、
鉄
道
、
東
エ
ル
べ
に

移
し
、
ユ
ン
カ
!
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
が
経
済
的
・
社
会
的
に
結
合
す

る
に
至
る
、
と
。
わ
た
く
し
自
身
川
本
氏
の
こ
の
よ
う
な
見
通
し
に
親
近

感
を
覚
え
る
の
で
あ
る
が
、
鉄
道
を
利
用
し
て
ベ
ル
リ
ン
や
プ
レ
!
メ
ン

に
市
場
を
拡
張
す
る
こ
と
が
ラ
イ
ン
・
、
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ

l
レ
ン
の
重
工
業

資
本
の
束
エ
ル
ベ
・
ユ
ン
カ
l
的
利
害
に
た
い
す
る
勝
利
で
は
な
く
両
者

の
結
合
あ
る
い
は
前
者
の
従
属
で
あ
る
と
い
え
る
ほ
ど
の
後
者
の
規
定
性

は
何
に
よ
っ
て
生
ず
る
か
、
ま
た
鉄
道
の
歴
史
的
性
格
規
定
に
際
し
ユ
ン

方

l
資
本
が
授
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
つ
一
義
的
に
」
強
調
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
ド
イ
ツ
の
鉄
道
の
歴
史
的
性
格
は
も
っ
と
多
面
的

に
分
析
し
て
規
定
す
る
必
要
が
な
い
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
っ
た
問
題
は
ま

だ
残
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
こ
で
の
問
題
は
、
鉄
道
が
ど
の
よ
う
な
利
害
関
係
を
背

景
に
建
設
さ
れ
経
営
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
経
済
的
・
社
会
的
利
害
と
結
び

つ
き
あ
る
い
は
対
立
し
た
か
と
い
う
鉄
道
自
体
の
性
格
究
明
に
発
展
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ち
な
い
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
鈴
木
氏
・
中
西
氏
の
研
究
に

教
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
こ
の
点
で
ド
イ
ツ
に
関
す
る
先
駆
的

(
お
)

か
っ
代
表
的
な
研
究
は
北
条
功
氏
の
そ
れ
で
あ
る
。
北
条
氏
は
次
の
よ
う

に
主
張
さ
れ
る
。
絶
対
主
義
国
家
の
鉄
道
へ
の
規
制
・
保
護
は
ユ
ン
カ

l

の
政
治
的
・
軍
事
的
・
経
済
的
支
配
の
維
持
の
た
め
に
な
さ
れ
て
お
り
、

総
じ
て
ド
イ
ツ
の
鉄
道
に
は
ユ
ン
カ
!
の
利
害
が
貫
徹
し
て
い
る
と
云
え

九



ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
重
工
業
の
発
展

る
。
そ
の
論
拠
は
、
ユ
ン
カ

l
工
業
や
農
業
の
販
路
拡
張
、
ユ
ン
カ

l
の

土
地
所
有
利
害
と
鉄
道
と
の
結
び
つ
き
、
主
族
の
鉄
道
会
社
へ
の
資
本
投

下
、
国
家
官
僚
と
鉄
道
会
社
と
の
結
合
が
み
ら
れ
る
等
々
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
ラ
イ
ン
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ヲ

l
の
鉄
道
建
設
活
動
も
ユ
ン
カ

l
の
支

配
体
制
下
に
く
み
こ
ま
れ
る
結
果
を
も
た
ら
し
、
ド
イ
ツ
鉄
道
網
の
形
成

は
プ
ロ
イ
セ
ン
の
支
配
、
ラ
イ
ン
の
ベ
ル
リ
ン
へ
の
従
属
を
意
味
す
る
@

か
え
し
て
、
ユ
ン
カ
!
の
国
家
支
配

L
国
家
の
鉄
道
支
配
L
ユ
ン
カ

i
の

鉄
道
へ
の
関
与
↓
ユ
ン
カ

l
の
鉄
道
支
配
↓
ユ
ン
カ
!
の
ラ
イ
ン
・
ブ
ル

ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
支
配
と
い
う
論
理
展
開
で
ド
イ
ツ
の
鉄
道
の
性
格
が
ド
イ

ヅ
の
経
済
・
社
会
の
歴
史
的
性
格
を
規
定
す
る
ほ
ど
に
重
要
な
意
味
を
も

た
さ
れ
て
い
る
。
氏
の
全
般
的
な
見
と
お
し
に
も
わ
た
く
し
は
親
近
感
を

川
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
氏
の
論
証
の
前
提
に
は
ユ
ン
カ

l
の
支
配
力
の
強

力
さ
が
ま
ず
あ
り
、
し
た
が
っ
マ
国
家
や
ユ
ン
カ
!
と
鉄
道
の
関
係
が
そ

の
ま
ま
ユ
ン
カ
ー
に
よ
る
鉄
道
女
配
と
結
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

と
も
み
え
る
。
鈴
木
氏
・
中
西
氏
に
な
ら
っ
て
主
要
な
鉄
道
の
個
別
的
で

詳
細
な
研
究
と
そ
れ
に
基
づ
く
総
合
化
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
鉄
道
の
歴

史
的
性
格
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
鉄
道
と
資
本
主
義
の
関
連
を
さ
ら
に
究
明

せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
こ
の
点
を
今
後
の
わ
た
く
し
の
研
究
課
題
の
一
つ
と
し
た
い
ゆ
え
ん

で
あ
る

Q

ハ
1
)
w
-
w
-
ロ
ス
ト
ウ
(
木
村
・
久
保
・
村
上
訳
〉
『
経
済
成
長
の
諸
段
階
』

第
四
章
。

(
2
〉
服
部
春
彦
『
フ
ラ
ン
ス
産
業
革
命
論
』
一
九
六
八
年
。

二
四

O

(

3

)

フ
ラ
ン
ス
で
は
一
八
三
0
年
代
頃
ま
で
に
繊
維
ヱ
業
用
蒸
気
機
関
、
繊
維

機
械
の
自
給
体
制
が
確
立
し
た
と
い
う
服
部
氏
の
指
摘
に
注
目
し
た
い
。
同
氏

前
掲
書
、
一
二
七
|
一
一
一
九
頁
、
二
五
O

ご
五
一
頁
。

(

4

)

次
回
健
作
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
産
業
革
命
」
(
角
山
栄
編
『
産
業
革
命

の
時
代
』
一
九
七
九
年
所
収
〉
。

(
5
〉
本
池
立
『
フ
ラ
ン
ス
産
業
革
命
と
恐
慌
』
一
九
七
九
年
。

(

6

)

遠
藤
輝
明
「
フ
ラ
ン
ス
産
業
革
命
史
研
究
の
問
題
点
i
1
フ
ラ
ン
ス
産
業

革
命
史
研
究
の
現
状
か
ら
|
|
」
(
『
社
会
経
済
史
学
』
第
二
七
巻
第
六
号
)
、

同
「
フ
ラ
ン
ス
産
業
革
命
の
展
開
過
程
」
(
高
橋
幸
八
郎
編
『
産
業
革
命
の
研

究
』
一
九
六
五
年
所
収
〉
、
悶
「
産
業
革
命
期
の
フ
ラ
ン
ス
製
鉄
業
」
(
川
島

武
宣
・
松
田
智
雄
編
『
国
民
経
済
の
諾
類
型
』
一
九
六
八
年
所
収
)
、
同
「
近

代
製
鉄
業
の
穣
立
と
フ
ラ
ン
ス
資
本
主
義
川
」
(
『
エ
コ
ノ
ミ
ア
』
第
三
十
七

号
)
、
同
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
資
本
士
立
衰
の
発
達
」
(
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史

川
口
』
一
九
七
一
年
所
収
〉
。

(

7

)

中
木
康
夫
「
第
二
帝
政
H
ボ
ナ
パ
ル
テ
イ
ズ
ム
と
フ
ラ
ン
ス
資
本
主
義
」

(
川
自
国
・
松
田
編
前
掲
富
岡
所
収
〉
、
同
『
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
・
上
』
一
九
七
五
年
。

(

8

)

楠
井
敏
朗
『
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
と
産
業
革
命
』
一
九
七
O
年
、
同
「
ア

メ
リ
カ
独
立
戦
争
と
産
業
革
命
」
(
犬
塚
久
雄
編
著
『
西
洋
経
済
史
・
第
二
版
』

一
九
七
七
年
所
収
)
、
同
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
稼
業
革
命
」
(
角
山
栄
編
前
掲

書
所
収
〉
。

(

9

U

鈴
木
圭
介
・
中
西
弘
次
「
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
発
展
と
鉄
道
楽
|
|
南

北
戦
争
以
前
の
時
期
を
中
心
に
|
|
」

H
口
同
(
東
京
大
学
『
社
会
科
学
研
究
h

二
二
巻
四
号
、
二
二
巻
五
・
六
号
、
二
三
巻
二
号
〉
。

(
叩
〉
両
氏
の
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
の
評
価
は
遠
藤
氏
、
北
条
功
氏

(
後
述
)
の
研
究
に
依
拠
さ
れ
て
い
る
が
、
七
月
王
政
期
に
隠
し
て
の
遠
藤
氏



の
指
摘
に
基
づ
い
て
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
結
論
さ
れ
る
と
と
に
わ

た
く
し
は
疑
問
を
感
ず
る
。

〈
日
〉
大
塚
久
雄
「
産
業
革
命
の
諸
類
型
|
|
社
会
構
造
の
変
革
と
の
関
連
に
お

い
て
|
|
a
」
『
大
塚
久
雄
著
作
集
第
五
巻
』
所
収
)
、
同
「
近
代
化
と
産
業
化

の
歴
史
的
関
連
に
つ
い
て

l
lと
く
に
比
較
経
済
史
学
の
視
角
か
ら
|
|
」

〈
『
向
第
四
巻
』
所
収
)
。

ハ
ロ
〉
拙
稿
「
後
進
国
資
本
主
義
発
展
史
研
究
に
お
け
る
こ
・
一
二
の
問
題
1

1大

塚
久
雄
氏
の
最
近
の
問
題
提
起
に
関
連
し
て

i
l」
Q
高
知
大
学
海
南
経
済
学
』

第
一
号
)
。

(
円

M
U

前
掲
拙
稿
①
、
と
く
に
こ
こ
賞
、
五

O
l五
二
頁
。
た
だ
し
こ
れ
は
前
注

の
拙
稿
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
意
識
を
大
塚
氏
の
問
題
提
起
に
関
連

し
て
展
開
し
た
も
の
が
前
稀
で
あ
る
。

(
刊
片
)
川
本
和
良
、
前
掲
書
。

ハ
江
川
〉
北
条
功
、
前
掲
論
文
。
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